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　　　　　　　　　就学前後児童の着脱技術の発達的変化

　　　　　　　　　福田典子

　　　　　　　　　（信州大）

目的　教育現場において、しばしば児童の衣服着脱技術の不足が指摘されている。これま

での着脱に関する発達的な研究においては、衣服を身に纏うのみの技術段階を対象とし

ているため、その自立時期を就学前として扱われている場合が多いが。着用後に衣服を整

えて着る技術は就学後さらに免達するものと思われる。整え技術の自立時期に関して、こ

れまでに調査した例は少な＜,不明な点が多い。そこで本研究では、児童を対象とした着方

指導に関する基礎資料として、着脱技術の発達的変化を明らかにすることを目的とした。

方法　調査対象は、沖縄県の幼稚園児及び小学生（3 歳から9 歳）31 8名,男児161名

、女児157名とした。調査方法は、クラス担任を介して調査累を父母へ依頼回収した。回収

率は84. 8%であった。調査時期は平成10年２月であった。鯛査内容は,①衣服の基本的

な着脱技術の達成度②衣服｡の整え技術の違成度③環境や活動に適した着方技術の達成

度④脱衣の管理技術の達成度を中心とし、各技術の自立時期、性差及び年齢差の影響

を中心に比較検討を行った。

維果　①衣服の基本的着脱技術および②整え技術については、いずれの技術に関しても, 1 %

の危険率で性差および年齢差が認められた。自立時期は技術の雛易度によって異なったが、

特に「シャツの襟の整え」は自立時期が遅いことが明らかとなった。③活勣環境や活動状況に

適した着方技術および④脱衣管理技術については、技術によって性や年齢の影響は異なっ

た。盤え技術は基本的着脱技術に比べて。男児は女児に比べて自立時期が遅いこと。脱

衣管理技術は達成度が低く、発達的に顕著な変化も認められないことがわかった。

2 Ca- 2 和服を扱う授業の進め方に関する提案

　　　　　　　　　○正地里江　植竹桃子　　（東京家政学院短大）

【目的】現代の女子学生に接していると、「和服に興味はあるがなかなか踏み込めず、ま
して縫うとなるとしりごみしてしまう」という傾向が感じられる。そこで、和服をより受

け入れやすい授業のあり方について、質問紙調査を行って検討する。
【方法】①対象：東京都内のＡ女子短大生およびＢ女子短大生、計1 5 5名（うち9 8%

は家政系）②調査項目：和服に対する意欲フ項i （好き嫌い感,縫うことに対する意欲、

着ることに対する意欲）、およびこれへの関連性が予測される3 3項目（適性、難易感、
知識、経験、環境、生活態度）の、計4 0項目　③調査方法：集団調査法　④調査時期：

平成1 1年Ｉｏ月～１ １月　⑤分析方法：基本統計量の算出、クロス集計

　【結果】①多くの学生は「好き」「着たい」と思い、「いつかは縫いたい」と思う傾向も

認められるが、経験はあまりなく。むずかしいという印象をもっている。概して、『縫う』
より『着る』に対する意欲や自信の方が強い。②「好き」と「縫いたい」「着たい」と

は関連している。また、「ゆかたや振袖以外でも着たい」と「縫いたい」とは関連する。
③「縫いたい」は、難易感、経験、環境、生活態度とはほとんど関連が認められない。r着

たい」は、適性、生活態度とは関連が認められない。　④授業の進め方として、学生がも
つ既存の難易感、経験、環境等にとらわれずに『着る』で和服になじんだ上で、更に『縫

う』あるいは『理解する』に進めていくことの効果が期待できると考える。
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